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上式によるとこのドリルの出力はノズルの直径為よ

び液圧に比例するし一方液体密度に反比例すること恭

わかる.このドリルは非常に高い出力をもっているし

高いポテンジャノレの掘進能率をもっている｡だを吏ば

直径2血/加の4本のノズルから遂圭000地/c測竃という高

い液圧を噴射させると約6,000腰の出力か出るといわ

れているかこの億は濠一タリｰドリルの場合の工00倍

以上の出力である古

このドジルの幾つかの実験例を示すと工.馳/独往の

ノズルで五､隻6駄墨/狐塞の水圧をかけ花場合大理宥では

遁～δ独/狐の孔径で五0狐/分の掘進能率をあげているし

砂岩では23節/介石灰砦では2脈/分の能率であった

と述べている苗水圧を螂姥/棚萎から五里郷蛙!c蛆2に

上昇させた場合の実験では孔径をδ搬/剛ζ保った場

合砂岩に対する掘進能率はエ.8蝋/分から2独/分へと

増大された圭塞花ノズル径を工.独/狐から3,伽!跳へ

と大きくすると(圧力は王､蝸駄9/櫛嚢を一定)砂岩に対

してほ孔径が2.8脳/独から28猟/狐へと拡大され掘進

能率は五胸/分から78㎜/分へ色増加された､ノズル

の径か大きいほど効率秘よいのは孔径も大きくなり

噴射されるジ撚ットと戻りの流体との闇に起こる干渉作

用が少ないからといわれている｡襲だ別の実験では

5,oo0kg/鵬菱という高圧水ジ皿ットを便りたとき砂岩

ではδ搬/狐の孔径で65肌/分の能率を花騎岩では74皿

/分大理看では8伽/分という掘進能率をそれぞれあげ

ている｡第蔓図はZe1enin氏が実験に使用した4本ノ

ズルの工孫榊ジ簿ンドリルであって花騎岩中を78皿/

m孔径で警狐/時の能率をあげている(第10表).

これらの実験結果をみても高圧の水ジェットを用い

たエ減一ジ嚢ンドリルはもしもポンプからの圧力が孔

底でも一定に保たれているようであれ凄高い能率で硬

い岩宥を掘きくすることカ三できるであろう.ノズルに

よる岩石浸触秘このドリルにとって1つの課題となって

いるがとくに低圧力の場合には浸蝕能力に問題が生ず

るのは当然である.このような場合循環流体の中に

秒とかその他の研摩材を用いているようである.い

ずれにしてもポンプスイベルツｰルジョイントなど

は高圧黒ρ一ジ響ンドリル用に耐えるものを開発する必

翼があるであろう;ともあれこの種のドリルは高い

出力と高い掘進率を出すことができるので非常1こ有望

なノｰベルドリリング法の1つであるといわれている.

以上で電機械的にストレスを誘起さ菅る方法"に関する各装置

の紹介を終杓り次剛こほ執熱でもってストレスを誘起さ篭る

方法僻の各装置の紹介をし表す,
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